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撮影：長井 眞隆 

生態情報 

l はやしの特徴 

河畔
かはん

にみられる高木の落葉
らくよう

広葉樹の群落（はやし）です。この群落には、おもにサ

ワグルミ、トチノキ、カツラなどが生育しています。 

l はやしができる場所 

低山から山地帯の河畔
かはん

に分布
ぶんぷ

します。おもに河川の上流部
じょうりゅうぶ

で、流れが緩
ゆる

やかにな

った地点の幅
はば

の広い氾濫原
はんらんげん

や、渓谷部
けいこくぶ

の V
ぶい

字
じ

谷
たに

に土砂
ど し ゃ

が堆積
たいせき

してできた谷底
たにそこ

の

氾濫原
はんらんげん

にできます。 

l はやしのようす 

群落は段丘上
だんきゅうじょう

の小高い位置
い ち

にあり比較的
ひかくて き

安定
あんてい

しています。しかし、季節による

水位
すいい

の変動
へんどう

や洪水
こうずい

の影響
えいきょう

を受ける遷移
せんい

途中
とちゅう

の林で、洪水
こうずい

などの自然
しぜん

攪乱
かくらん

が

定期的
て いきて き

に起
お

こることによって維持
い じ

されます。サワグルミは先駆的
せん くて き

な木で、洪水
こうずい

や

山崩
やまくず

れなどでできた場所に一番はじめに生えて林をつくりますが、立地
り っ ち

が安定
あんてい

し

て遷移
せんい

が進めばトチノキなどが成長
せいちょう

してトチノキやケヤキの林に変わっていきま

す。 

参 考 

河畔
かはん

にみられる特徴的
とくちょうてき

な群落であるとともに、動物の餌
えさ

や住み場所などとしても

重要
じゅうよう

な群落の一つにあげられます。 

植

物

群

落 
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ツツツルルルヨヨヨシシシ群群群落落落(((ツツツルルルヨヨヨシシシ群群群集集集))) 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
撮影：今井 建樹 

生態情報 

l 草地の特徴 

河畔
かはん

にみられる草原群落で、おもにツルヨシが生育しています。草の高さは 1.5～

２ｍぐらいで、密
みつ

に生えています。 

l 草地ができる場所 

海岸付近から亜高山
あこう ざん

帯の河畔
かはん

に分布
ぶんぷ

します。河川の上流部
じょうりゅうぶ

から下流部
かりゅう ぶ

にかかわ

らず、川辺
かわべ

などの砂や石が堆積
たいせき

した場所にできます。 

l 草地のようす 

群落は季節による水位
すいい

の変動
へんどう

や洪水
こうずい

により、水に浸
つ

かったり、なぎ倒
たお

されたりし

ます。しかし、ツルヨシのツルは地上を長くはい、河原
かわら

の石などにしばりつけるた

め、流れの強い場所でも定着
ていちゃく

して群落をつくることができます。流れの緩
ゆる

やかな

場所や砂や泥が堆積
たいせき

する場所ではヨシと一緒
いっしょ

に生えることも多くあります。 

 

参 考 

河川沿いにみられる特徴的
とくちょうてき

な群落であるとともに、最も普通
ふ つ う

に分布
ぶんぷ

する群落です。

動物の餌
えさ

やすみ場所などとしても重要
じゅうよう

な群落の一つにあげられます。 
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撮影：長井 眞隆 

生態情報 

l はやしの特徴 

山地帯で最も広く分布
ぶんぷ

する高木の落葉
らくよう

広葉樹
こう ようじゅ

の群落（はやし）です。この群落に

は、おもにブナ、ミズナラなどが生育しています。 

l はやしができる場所 

北海道南部から九州に分布
ぶんぷ

し、北海道南部と東北
と うほく

地方
ち ほ う

では平地に見られます

が、関東
かんとう

地方
ち ほ う

より西では山の中腹
ちゅうふく

にみられます。河畔
かはん

に限
かぎ

って発達
はったつ

する群落で

はなく、山地
さ ん ち

に広く分布
ぶんぷ

する群落で、土や落
お

ち葉の層
そう

が厚
あつ

い場所にできます。 

l はやしのようす 

この群落は自然の極相林
きょくそうりん

であり安定
あんてい

した林です。ブナ－ミズナラ群落は、本来
ほんらい

、

山地帯に最も広く分布
ぶんぷ

していたと思われますが、薪炭材
しんたんざい

（まき）などの利用によっ

て人の手が入ったため多くの林がクリ―ミズナラ群落やコナラ群落へと移行
い こ う

し、

現在
げんざい

では落葉
らくよう

広葉樹
こう ようじゅ

高木林
こうぼくりん

のうちでも山の上のほうに分布
ぶんぷ

が限
かぎ

られています。 

参 考 

河畔
かはん

にみられる群落ではありませんが、「植物
しょくぶつ

群落
ぐんらく

レッドデータブック」で

「要注意
ようちゅうい

」に選定
せんてい

されているなど、山地帯にみられる群落の中で重要
じゅうよう

な群落の一

つにあげられます。 


